


















はじめに 

心身障害児の健康管理システムを組みたてる場合に特に考えておくべきことは.そのシス

テムが容易に実行可能なものであることである。そのためには,出来る限り,従来行なわれ

て来た,既存の制度を活用するのが有利である。 

そこで.本研究においては,従来の行政サービスの一つとして実施されて来た母子保健活動

のなかから,3 歳児健康診査をとりあげ,3 歳児を対象に,放置すれば正常な発達が阻害され

るおそれのある児の発見,特に正常児と障害児の境界領域にあると思われる児の早期発見

の試み,および,その生活指導と経過観察を通して,3 歳児の環境への適応能力の開発方法

の検討を行った。3 歳児のなかで特に正常児と障害児の境界領域にあると思われる児を本

研究の対象とした理由は,宮城県においては,障害児の場合は 3歳児健康診査を受けるまで

もなく,すでに医療機関または障害児施設の手のうちにある場合が多く,また,3 歳児健康

診査の時に発見された障害児は,精密健康診査を経て,医療機関または障害児施設へ送られ

るのに対して,境界領域の児については,そのまま放置されているケースが多いと考えられ

るからである。 


